
平成26年9月の４日間実施
回収数：外来747枚、入院210枚

平成26年12月16日(火)
１階エントランスホール
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入院患者さんや付き添いのご家族、
地域の皆さんに音楽で楽しいひと時を
お過ごしいただきたいとの思いで企画
しました。市内で広く活躍されている

“元吉原ウィンドアンサンブル”の皆さ
んが「レット・イット・ゴー（アナと
雪の女王より）」や「にじいろ（花子と
アン主題歌）」、「クリスマスメドレー」
などを演奏し、会場は大いに盛り上が
りました。

外来・入院患者さんやそのご家族を対象と
してアンケートを実施しました。アンケート
では、中央病院の印象や評価などについて、
14 の問いに答えていただきました。
“中央病院に求められている役割”につい

てでは、「がんに対する高度・専門医療」が
最も多く、次いで「入院が必要な患者の救急
医療」でした。この結果は、中央病院第二次
中期経営改善計画（平成 26 年度～平成 30 
年度）に掲げる良質な医療の提供の目標と一
致しており、急性期病院としての役割を果た
すことでありました。なお、災害時医療やハ
イリスク分

ぶん

娩
べん

、小児医療等についても、公立
病院として重要な分野ですので、引き続き診
療体制の充実を図ってまいります。
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地域連携クリニカルパスとは、共同診療計画書のことで、
かかりつけ医と中央病院の医師が連携して統一した治療を行
うためのものです。

中央病院で手術を受けた後、状態が安定しているときの日
常の診療はかかりつけ医が行い、専門的な治療や定期的な検
査は中央病院を受診していただくようになります。それぞれ
の医療機関受診時には、患者さんに地域連携クリニカルパス
を持参していただき、医師が病状や治療内容を記載します。
医師は患者さんに状況を説明すると共に、相手の医師にも診
療内容を報告し、情報を共有します。地域連携クリニカルパ
スの利用により、２人主治医制のもと、患者さんが安心して
治療を受けられる医療を提供します。

セカンドオピニオンとは、患者さんが納得した治療を選択すること
ができるよう、現在の自分の病状や治療内容・今後の治療方針について、
別の医師の意見を聞くことです。

セカンドオピニオン外来では、現在受けている診断・治療に関する
相談のみで、検査や治療は行いません。そのため、診療情報提供書と
検査資料（検査データ・フィルム等）が必要となりますので、事前に
現在受診されている主治医より予約申込みをお願いしていただきます。

また、通常の診療と異なり保険外診療となります。
セカンドオピニオン面談料（１件）　30 分以内5,400円、30分を超え 1時間まで10,800 円 

※別途文書料として 2,160 円が必要となります。

具体的な手続きなど詳細につきましては、地域連携室までご連絡ください。
　地域連携室 内線 2916

当院では、患者さんやご家族が宗教上の理由などにより輸血 ( 血
けっ

漿
しょう

分画製剤含む ) を拒否される
場合、その意思を尊重し可能な限り輸血を避けるよう努力します。また診療をお断りすることは
ございません。

しかし、輸血以外の救命手段がない緊急の事態に至った場合には、いかなる理由があろうとも、
救命のための輸血は行います。その際、輸血同意書が得られない場合でも行います。免責証書・
無輸血治療に関する同意書は、お預かりいたしません。

がん診療への取り組み
地域連携クリニカルパスの利用をはじめています

　セカンドオピニオン外来を開始しました

　輸血を拒否される患者さんへ

がん診療に関する地域連携クリニカルパスの種類
胃がん、大腸がん、肝臓がん、肺がん、乳がん、緩和ケア

　地域連携室　内線 2916
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～午前11時� 平成 27年 1月 1日現在
診療科 �《部長名》 月 火 水 木 金 （　備　　　　考　）

内 科 初診 古橋 山本 高橋 古谷 石井
勝俣 山城 赤須 金井 堀内 /中野

（代謝一般内科）《藤井常宏》 藤井 谷口 藤井 山城 水曜の谷口医師は午後予約のみ
瀧 /比企 瀧 蝶野 竹田 /廣津 瀧

（呼吸器内科）《木村哲夫》 木村 木村 木村 木村 内海
（腎臓内科）《笠井健司》 宇田川 笠井 勝俣 宇田川 笠井
（消化器内科）《鳥巣勇一》 梶原 堀内 鳥巣 中野 鳥巣
（神経内科）《森田昌代》 森田 森田 森田 森田

河野 月曜の河野医師は午後2時～ 4時
循� 環� 器� 科 初診 阪本 阪本 阿部 銭谷 /富永 金曜の銭谷医師は奇数週、富永医師は偶数週
（循環器内科）《阪本宏志》 阿部 三川 三川 三川 三川 火曜の初診受付は午前10時まで

富永 阪本
（心臓血管外科） 織井
小 児 科《瀬川孝昭》 千葉 山田 千葉 日馬 千葉

瀬川 瀬川 瀬川 瀬川
秋山 秋山 秋山 秋山

外 科《梶本徹也》初診 武田 北村 熊谷 入村 坪井 初診担当医師は変更する事があります
坪井 熊谷 梶本 恒松 良元
入村 道躰 武田 北村 道躰
蝶野 良元 柏木 坪井 柏木 木曜の森川医師は、偶数週の午後2時～ 4時

森川 (交代制）※ ※は下肢静脈瘤・ヘルニア外来（午後のみ）
（乳腺疾患） 女性専用の外来 梶本 受付は午前8時～ 11時、午後1時～ 2時
整 形 外 科《加藤　努》 永井 永井 《初診は完全紹介状制》

佐藤 村山 村山 佐藤 水曜は初診のみ（紹介状制）
村上 加藤 ( 交代制 ) 村上 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳神経外科《諸岡　暁》 坂本 角藤 水曜は初診のみ
野田 諸岡 ( 交代制 ) 野田 諸岡 火曜の諸岡医師、木曜の野田医師は再診のみ

形 成 外 科《平川正彦》 平川 塩崎 平川 （休診） 塩崎
泌 尿 器 科《後藤博一》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤

小野寺 西川
（排尿障害） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時～ 2時
産 婦 人 科《鈴木康之》初診 岸本 伊藤 鈴木 井出 矢田 《婦人科初診は完全紹介状制》

矢田 岸本 伊藤 岸本 鈴木 ←婦人科再診
井出 矢田 原 鈴木 伊藤 ←妊婦健診

（ 不 妊 症 ） 女性専用の外来 鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 鈴木 受付は午前８時～９時
（婦人科疾患） 廣中 金山 /伊熊 受付は午後１時～２時
眼 科《藤谷暢子》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 水曜は紹介状初診及び予約のみ

杉山 杉山 杉山 杉山
耳鼻咽喉科《重田泰史》 宇野 ( 交代制 ) ( 交代制 ) 宇野 ( 交代制 ) 金曜は初診のみ

森本 重田 森本 重田
皮 膚 科《津嶋友央》 津嶋 津嶋 津嶋 /栗原 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、栗原医師は偶数週

栗原 栗原 栗原 栗原
放 射 線 科 松井 松井 松井 松井 松井 《初診は完全紹介状制》

野中 小宮山 ←治療外来
歯科口腔外科《勝山直彦》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山

井出 井出 井出 井出 井出
近藤 近藤 近藤 近藤 近藤

小林 /阿部 北 /須田
緩 和 ケ ア 外 来 梶本 /鳥巣 梶本医師は奇数週、鳥巣医師は偶数週《初診は完全紹介状制》
※都合により、内容が変更になることがあります。
※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

●医師の人事異動について
退任日 : 平成 26 年 10 月 31 日

診療科 退任医師名 就任医師名
整形外科 田

タ

邊
ナベ

　 登
ノブ

崇
タカ

ー
退任日 : 平成 26 年 12 月 31 日 　就任日 : 平成 27 年 1 月 1 日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名
外科 谷

タニ

島
シマ

　雄
ユウ

一
イチ

郎
ロウ

坪
ツボ

井
イ

　 一
カズ

人
ト

整形外科 傳
デン

田
ダ

　 良
リョウ

亮
スケ

村
ムラ

山
ヤマ

　 雄
ユウ

輔
スケ

外科 兼
カネ

平
ヒラ

　 卓
マサル

熊
クマ

谷
ガイ

　 祐
ユウ

整形外科 百
ヒャク

武
タケ

　 剛
タカ

志
シ

佐
サ

藤
トウ

　 龍
リュウ

一
イチ

整形外科 ー 村
ムラ

上
カミ

　 宏
ヒロ

史
シ



代謝・一般内科の専門分野は、血液・腫瘍
内科と糖尿病代謝内分泌内科です。所属医師
は７名（藤井常宏、山城秀樹、瀧謙太郎、石
井彰子、蝶野慈、竹田裕介、廣津貴夫）です。
内科総合専門医は２名で、糖尿病専門医は１
名です。

血液・腫瘍内科の外来を受診している患者
さんの総数は 1,000 名を超えています。6A
病棟には無菌室が３床あり、白血病患者さん
の治療を行っています。高齢化に伴い悪性リ
ンパ腫、多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群の
患者さんは増加しています。血液疾患におけ
る化学療法の進歩は凄まじくモノクローナル
抗体療法等の新薬が数多く市販され、患者さ
んの治療成績の向上につながっています。

糖尿病代謝内分泌内科の外来を受診してい
る患者さんの総数は約 2,000 名です。糖尿病
治療薬では新たに SGLT- ２阻害剤という治

療薬の使用が可能になりました。同剤の適応
患者さんは限定されますが、糖尿病治療にお
いて新たな治療選択肢が増えました。また、
血糖値を継時的に持続して測定できるモニタ

（ipro-2）を 2 台保有しています。血糖値の
きめ細やかな管理、低血糖の監視、予防に役
立てています。

当科においても地域の基幹病院としての病
診連携を進め、地域の医療に貢献したいと考
えています。

各科紹介
～代謝一般内科～

治療戦略に新たな選択肢
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病院内にはさまざまな医療機器が配置され
ており、機種ごとに専門的な知識と技術が必
要とされます。臨床工学科では、生命維持管
理装置をはじめとした医療機器の操作や保守
管理について、臨床工学技士６名で対応して
います。

主な業務には以下のようなものがあります。

●血液浄化に関する業務 … 人工透析、血
けっ

漿
しょう

交換、血液吸着、選択的血液ろ過装置等の
操作。

●生命維持に関する業務 … 人工呼吸器の管
理、人工心肺装置、自己血回収装置等の操作。

●心臓カテーテル業務 … 冠動脈超音波エ
コー、補助循環装置等の操作。

●手術室業務 … 手術室内の医療機器の管理、
内視鏡手術装置や顕微鏡の初期調整。
上記の業務について、チーム医療の一員と

して 24 時間体制で対応しています。

その他、病棟内で使用する機器の管理や、
ペースメーカー業務として手術室での埋め込
み時や外来での定期的機能チェックなども
行っています。

また、臨床工学技士はチーム医療のなかで、
医療機器を正しく安全に使用してもらうため、
医療スタッフへの教育にも力を入れています。

今後も安全な医療の提供を目指し、努力を
惜しまず頑張っていきたいと思います。

医療機器の専門医療職所属紹介
～臨床工学科～



【立会い分
ぶん

娩
べん

を希望されるみなさんへ】
希望されるご夫婦に立会い分娩を行っております。
立ち会い分娩には、心構えや知識についてご夫婦ともに事前に

習得する必要があり、中央病院では必ず２つのクラスを受講して
いただきます。
○バースクラス 〈内容〉お産の経過と過ごし方、妊婦体操他
○ペアクラス 〈内容〉立会い分娩について（夫婦で受講）

※対象はどちらも妊娠 28週から 35週までの方で、受講には予約
が必要となります。
ただし、2つのクラスを受講されていても、分娩時の状況によっ
ては立会いができない場合もありますので、あらかじめご了承
ください。

立会い分娩についてのお問い合わせ・予約については、産婦人科外来までお願いいたします。
 産婦人科外来内線 2059

お　し　ら　せ

【院内ギャラリー展示申込みについて】
平成 27 年 4 月から 9 月までの展示分について、下記のとおり申し込みを受け付けます。
・受付日　平成 27年 2月 27日（金）午前 9時から 9時 30分まで
　　　　　※希望者多数の場合は、午前 9時 30分より各月ごとに抽選を行い
　　　　　　ます。
・場　所　中央病院 2階応接室
・持ち物　院内ギャラリー展示申込書
（展示作品募集要項及び申込書は当院ウェブサイトでご確認ください。）
 病院経営課内線 2222

【病院だよりの広告を募集します！】
平成 27 年度富士市立中央病院「病院だより」について、下記のとおり広告を募集します。

募集数

病院だより第28号（平成27年4月20日号）…2枠
　　　　　　　　　または、
病院だより第28号～第31号の通年・複数号契約…各号2枠
（平成27年4・7・10月・平成28年1月の各月20日発刊）

掲載箇所 最終ページ下部　１枠 縦53mm×横87mm
掲 載 料 １号につき１枠30,000円（消費税及び地方消費税込）
発行部数 約92,000部（市内全世帯及び関係機関へ配布）

募集期間
平成27年2月5日（木）～平成27年2月27日（金）
応募多数の場合は、①通年契約②複数号契約③第28号契約の
順で、受付順に審査します。

 病院経営課内線 2221
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当院職員を学校・会社・町内会の集まり・医療施設等へ 
派遣します。講座は全部で 57 メニュー、全て無料です。

ぜひご利用ください。
●詳細は当院ウェブサイトまで

http://www2.city.fuji.shizuoka.jp/~byoin/
お問い合わせ：病院経営課　 内線 2222 

患者さんとご家族を対象とした各種教室を開催していま
す。開催日・講義内容については中央病院にお問い合わせ
の上、お気軽にご参加ください。開催場所は、各教室いず
れも中央病院 2 階大会議室です。
●腎臓病教室　お問い合わせ : 栄養科  内線 2146 

日時：毎月第 3 火曜日　15:00 ～ 16:00
第 36 期腎臓病教室スケジュール
第 4 回 2/17、第 5 回 3/17、第 6 回 4/21

●ファミリークラス（バースクラス・ペアクラス）
お問い合わせ : 産婦人科外来  内線 2059 
日時：毎月 3 回　13:00 ～ 15:00

●看護相談・がん相談・よろず相談　 内線 2046 
患者さんとご家族が抱える様々な問題を共に考え、解決していくお手伝いをします。病気や治療のこと、退院後の生活に対
する不安など、専任の看護師がご相談に応じます。
●医療福祉相談（健診含む）　 内線 2918 

患者さんの介護保険の利用、医療費などの心配、退院後の生活の準備、転院先案内など、医療ソーシャルワーカーがご相談
に応じます。
日時　月曜日～金曜日　8:30 ～ 16:00　 ※場所は 1 階正面玄関入って、すぐ右手です。お気軽にお声をおかけください。

総合相談センター ～こんな相談を受け付けています～

●お薬相談　お薬相談室（1 階お薬渡し口隣り）
月～金　 8:30 ～ 17:00
お問い合わせ：薬剤科　 内線 2126 
●栄養相談　栄養相談室（2 階循環器科外来隣り）

月～金　※予約制です。
お問い合わせ：栄養科　 内線 2146 
●検査に関する相談・血糖自己測定器の説明　中央検査相談室（2 階）

月～金　 8:30 ～ 17:00
お問い合わせ：臨床検査科　 内線 2267 
●フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア）　内科外来（2 階）

第 2・第 4 水・木曜 13:30 ～ 15:30
お問い合わせ：内科外来　 内線 2285 
●医療放射線被ばく相談　放射線科外来（1 階）

火・木曜日　※予約制です。
お問い合わせ：中央放射線科　 内線 2153 
●医療安全相談　医療安全相談室（2 階内科外来奥）

月～金　8:30 ～ 17:00
お問い合わせ：医療安全対策室　 内線 2259 

＜富士市立中央病院の理念＞
富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまにより良い医療をやさしく安全に提供し、常に医療の向上に努
めます。

＜富士市立中央病院職員宣言＞
1　私たちは、患者さまの権利を尊重し、相互信頼に基づく医療に努めます。
2　私たちは、知りえた個人のプライバシーは、必ず保護します。
3　私たちは、検査・治療・予後などについて、分かりやすい説明に努め、患者さまの意思を尊重します。
4　私たちは、患者さまの必要や希望があれば、他の医療機関へ紹介し、必要な情報を提供します。
5　私たちは、市立病院としての自覚のもと、絶えず自己研鑽し、コスト意識を持ち、効率的な運営に努めます。
6　私たちは、医療機関相互の連携に心して、地域の医療体制への貢献に努めます。

＜平成26年度病院指針＞
「明るい笑顔と元気な挨拶　心をこめた医療の提供」

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。
お問い合わせ : 病院経営課　内線2221・2222

その他の病院内の相談は… 各種教室の紹介

出前講座のご紹介


